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   宇都宮市人事行政の運営等の状況の公表 

 

 宇都宮市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１７年条例第３号）第４条第１

項の規定に基づき，平成３０年度の宇都宮市の人事行政の運営等の状況について，次のとおり

公表します。 

   

宇都宮市長 佐 藤 栄 一   

 

１ 職員の任免について 

⑴  採用試験の実施状況（平成３０年度実績） 

試験区分 
受験者 
(人) 

１次試験 
合格者
(人) 

２次試験 
合格者
(人) 

３次試験 
合格者
(人) 

最終倍率 
（倍） 

行 

政 

職 

一般行政（Ⅰ類（Ａ）） 417 207 92 65 6.4 

土木（Ⅰ類（Ａ）） 24 17 10 6 4.0 

建築（Ⅰ類（Ａ）） 10 5 1 1 10.0 

電気（Ⅰ類（Ａ）） 6 5 2 2 3.0 

機械（Ⅰ類（Ａ）） 5 4 2 2 2.5 

一般行政（自己アピール）  18 8 5 2 9.0 

一般行政（Ⅰ類（Ｂ）） 115 37 10 6 19.2 

土木（Ⅰ類（Ｂ）） 3 0 - - - 

保育士Ａ 30 24 13 10 3.1 

保育士Ｂ 17 10 7 3 5.7 

薬剤師Ａ 3 2 2 2 1.5 

薬剤師Ｂ 2 1 0 - - 

保健師 17 5 4 2 8.5 

栄養士 9 4 2 1 9.0 

医師 1 1   1.0 

一般行政（Ⅱ類） 18 12 4 2 9.0 

土木（Ⅱ類） 3 3 2 2 1.5 

一般行政（身障Ⅰ類） 10 2 2  5.0 

一般行政（身障Ⅱ類） 4 4 3  1.3 

消防職 181 57 16  11.3 

※ Ⅰ類（Ａ）･･･ 採用時の年齢が 22歳から 29歳までの者を対象とした試験 
  ※ Ⅰ類（Ｂ）･･･ 採用時の年齢が 30歳から 40歳までの者を対象とした試験 
  ※ Ⅱ類   ･･･ 採用時の年齢が 18歳から 21歳までの者を対象とした試験 
  ※ 保 育 士 Ａ ， 保 健 師 ， 薬 剤 師 Ａ ， 栄 養 士･･･ 採用時の年齢が 29歳までの者を対象とした試験 

  ※ 保 育 士 Ｂ ， 薬 剤 師 Ｂ･･･ 採用時の年齢が 30歳から40歳までの者を対象とした試験 

⑵ 採用の状況 

区 分 試験採用 選考採用 再任用 計 

行政職（人） 99 12 
フルタイム 15

短時間 31 
157 

技能労務職（人） 0 0 
フルタイム 10

短時間 8 
18 

消防職（人） 16 0 
フルタイム 0

短時間 2 
18 

  ※ 採用者数は，平成３０年４月２日から平成３１年４月１日までに採用された者です。 
  ※ 選考採用は，職務の特殊性等により競争試験が馴染まないため選考により採用された

者です。 
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  ※ 再任用は，定年退職者等の中から従前の勤務実績などに基づく選考により，期間（１

年以内）を定めて採用された者です。なお，任用期間の更新者は，含みません。 

 

⑶ 退職の状況（平成３０年度実績） 

 

２ 職員数について 

⑴  定員適正化計画の進捗状況（各年度４月１日現在・単位：人） 

年度 

区分                           
２９ ３０ ３１ 

計画 

職員数 3,280 3,270 3,260 

前年差 － ▲10 ▲10 

増減率 － ▲0.30% ▲0.30% 

実績 

職員数 3,281 3,274 3,272 

前年差 － ▲7 ▲2 

増減率 － ▲0.21% ▲0.06% 

  ※ 計画は「組織整備・定員適正化に関する方針（平成 27年 3月）」に拠ります。 

 

⑵ 部門別職員数の増減と主な理由（各年度４月１日現在・単位：人） 

年度 

部局名 
３０ ３１ 増減 主な理由 

議会事務局 23 23 0  

市
長
部
局 

行政経営部 
105 

(6) 

105 

(4) 

0 

(▲2) 

増）中核市市長会東京事務所への派遣 

減）組合専従の引き揚げ 

総合政策部 
105 

(2) 

107 

(3) 

2 

(1) 

増）副参事（情報化推進担当）の設置 

  国土交通省への派遣 

理財部 
240 

(15) 

238 

(14) 

▲2 

(▲1) 
減）地下中央案内業務に係る執行体制の見直し 

市民まちづくり部 
309 

(20) 

303 

(24) 

▲6 

(4) 

減）まちづくり支援に係る執行体制の見直し 

  栃木県派遣の引き揚げ 

   住民基本台帳システム構築の終了 

市 

長 

部 

局 

     

保健福祉部 
416 

(19) 

417 

(20) 

1 

(1) 

増）地域保健福祉，生活保護ケースワークに係る

体制の強化 

減）災害時要援護者支援に係る執行体制の見直し 

子ども部 
279 

(9) 

274 

(12) 

▲5 

(3) 

増）障害児通所支援事業指定事務や指導・監査事

務への対応に伴う体制の強化 

  幼児教育無償化に係る体制の強化 

減）育児休業等への対応終了 

  保育園給食調理業務に係る執行体制の見直し 

環境部 
153 

(17) 

154 

(11) 

1 

(▲6) 
増）廃棄物処理業務に係る体制の強化 

区 分 定年退職 早期退職 普通退職 再任用満了 その他 計 

退職者数（人） 68 26 19 36 17 166 
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経済部 
125 

(7) 

128 

(5) 

3 

 (▲2)  

増）プレミアム付商品券事業に係る体制の強化 

  森林管理制度に係る体制の強化 

検査室 
9 

(2) 

9 

(1) 

0 

(▲1) 

 

 

建設部 
302 

(13) 

307 

(9) 

5 

(▲4) 

増）ＬＲＴ事業に係る体制の強化 

  道路修繕業務に係る体制の強化 

減）河川整備事業に係る執行体制の見直し 

都市整備部 
200 

(12) 

192 

(12) 

▲8 

(0) 

増）ブロック塀対策等に係る体制の強化 

減）立地適正化計画策定に係る対応の終了 

  区画整理事業に関する執行体制の見直し 

会計管理者 

出納室 

16 

(1) 

16 

(1) 

0 

(0) 
 

計 
2,259 

(123) 

2,250 

(116) 

▲9 

(▲7) 
 

消防 
454 

(2) 

455 

(4) 

1 

(2) 
増）消防組織力の強化（育児休業等への対応） 

上下水道局 
236 

(21) 

229 

(15) 

▲7 

(▲6)  

減）漏水工事立ち会い業務，耐震工事等の業者 

指導，下水道管理業務，管渠維持業務に係 

る執行体制の見直し 

教育委員会事務局 
267 

(14) 

280 

(15) 

13 

(1) 

増）副参事（国体推進担当）の設置 

  子どもの家事業の再構築に係る体制の強化 

  高校総体等の開催に向けた体制の強化 

  国体開催準備に係る体制の整備  

減）文部科学省派遣の引き揚げ 

 学校機動班の体制効率化 

選挙管理委員会事務局 11 11 0  

監査委員事務局 10 10 0 
 

 

農業委員会事務局 14 14 0  

総合計 
3,274 

(160) 

3,272 

(150) 

▲2 

(▲10) 
 

  ※ ( )内は，再任用短時間勤務職員であり，各計及び主な理由には含まれません。 
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３ 職員の給与について 

 ⑴ 人件費の状況（普通会計決算） 

区  分 

住民基本 

台帳人口 

（年度末） 

歳出額 

（Ａ） 
実質収支 

人件費 

（Ｂ） 

人件費率 

（Ｂ/Ａ） 

（参考） 

平成 29 年度 

の人件費率 

平成 30年度 521,001人 
2,078億 

2,816万円 

12億 

7,069万円 

304億 

8,486万円 
14.7％ 15.9％ 

  ※ 人件費には，特別職に支給される報酬等が含まれています。 

 

 ⑵ 職員給与費の状況（普通会計予算） 

区  分 
職員数

（Ａ） 

給    与    費 １人当たり 

給与費 

（Ｂ/Ａ） 
給料 職員手当 

期末・勤勉

手当 
計（Ｂ） 

平成 31年度 2,947人 
119億 

5,726万円 

35億 

2,898万円 

52億 

1,672万円 

207億 

296万円 
703万円 

  ※ 職員手当には，退職手当は含まれていません。 

 

 ⑶ 職員の平均給与月額・平均給料月額・平均年齢（平成３１年４月１日現在） 

区   分 平均給与月額 平均給料月額 平均年齢 

一般行政職 425,103円 328,195円 42.0歳 

技能労務職 380,237円 322,544円 53.2歳 

  ※ 給与月額とは，給料及び職員手当（期末・勤勉手当，退職手当を除く。）の合計額をい
います。 

 

 ⑷ 職員の初任給の状況（平成３１年４月１日現在） 

区     分 

宇都宮市 国 

試験区分 初任給 
２年後 

の給料 

試験区

分 
初任給 

一般行政職 

大学卒 
Ⅰ類(A) 187,200円 200,900円 

総合職

(大卒) 
185,200円 

一般職

(大卒) 
180,700円 

Ⅰ類(B) 230,000円 242,100円   

高校卒 Ⅱ類 158,300円 170,100円 
一般職

(高卒) 
148,600円 

技能労務職 中学卒 144,100円 153,000円 ― 

  ※ 一般行政職とは，各種窓口業務や政策・行政経営などの内部事務に従事する事務職員，
土木・建築などの設計・監理業務に従事する技術職員です。 

  ※ 技能労務職とは，自動車運転手・清掃作業員・道路補修作業員・給食調理員などです。 
  ※ 一般行政職は行政職給料表，技能労務職は技能労務職給料表が適用されるため，給与

体系は異なります。 
  ※ 技能労務職については，平成１０年度以降採用していません。 

  



 - 5 - 

 ⑸ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成３１年４月１日現在） 

区     分 経験年数１０年 経験年数２０年 経験年数２５年 経験年数３０年 

一般行政職 
大学卒 258,845円 368,065円 398,054円 422,274円 

高校卒 227,583円 329,900円 361,830円 379,749円 

技能労務職 高校卒 ― ― 319,750円 334,973円 

  ※ 経験年数とは，卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合，採用時からの年数

をいいます。 
  ※ 技能労務職の経験年数１０年，２０年は，該当する職員がいませんでした。 
 

 ⑹ 一般行政職の級別職員数の状況（平成３１年４月１日現在） 

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 計 

標準的な 
職務内容 

主事 主事 
主任 
主事 

主任 
総括 

専任 
係長 課長 部次長 部長  

職員数 117人 259人 259人 430人 301人 381人 128人 34人 24人 1,933人 

構成比 6.1％ 13.4％ 13.4％ 22.2％ 15.6％ 19.7％ 6.6％ 1.8％ 1.2％ 100.0％ 

 

 ⑺ 期末・勤勉手当の状況（平成３０年度実績） 

区   分 
宇都宮市 国 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 

6月期 1.225月分 0.900月分 1.225月分 0.900月分 

12月期 1.375月分 0.950月分 1.375月分 0.950月分 

合   計 2.600月分 1.850月分 2.600月分 1.850月分 

  ※ 職制上の段階，職務の級などによる加算措置があります。 

 

⑻ 退職手当の状況（平成３１年４月１日現在） 

勤続年数 

宇都宮市 国 

宇都宮市平均支給額 

（平成 30 年度支給実績）  

支  給  率 支  給  率 

自己都合 早期・定年 自己都合 
応募認定・

定年 

20年 
19.6695 

月分 

24.586875 

月分 

19.6695 

月分 

24.586875 

月分 

自己都合 

早 期 

定  年 

372万円 

2,104万円 

2,192万円 

25年 
28.0395 

月分 

33.27075 

月分 

28.0395 

月分 

33.27075 

月分 

35年 
39.7575 

月分 

47.709 

月分 

39.7575 

月分 

47.709 

月分 

最高限度額 
47.709 

月分 

47.709 

月分 

47.709 

月分 

47.709 

月分 

  ※ 定年前早期退職特例措置として，２～４５％の加算があります。 
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 ⑼ 地域手当の状況（平成３１年４月１日現在） 

支 給 対 象 地 域 支 給 割 合 支給対象職員数 

東京都特別区 20％ 6人 

宇都宮市(※) 6％ 3,266人 

※ 市外に所在する市の施設などに勤務する職員を含みます。 

 

 ⑽ 特殊勤務手当の状況（平成３０年度実績） 

支給職員１人当たりの平均支給年額 106,777円 

職員全体に占める支給職員の割合 18.6％ 

手当の種類（手当数） 18 

代表的な手当の名称 
支給額の多い手当 消防手当 

多くの職員に支給されている手当 消防手当 

 

 ⑾ 時間外勤務手当の状況（平成３０年度実績） 

支給総額 1,319,097,912円 

職員１人当たりの平均支給額 402,901円 

 

 ⑿ 扶養手当の状況（平成３１年４月１日現在） 

扶養親族 行政職給料表 手当額（月額） 

 配偶者 

７級以下 6,500円 

８級 3,500円 

９級 3,500円 

 子 10,000円 

父母等 

７級以下 6,500円 

８級 3,500円 

９級 3,500円 

  ※ 扶養手当の支給内容は，国と同じです。 

  ※ 「行政職給料表７級以下」には，技能労務職給料表が適用される職員を含みます。 

  ※ 扶養親族たる子のうち満１５歳に達する日後の最初の４月１日から満２２歳に達する

日以降の最初の３月３１日までの間にある子については，１人につき5,000円が加算されます。 

 

 ⒀ 住居手当・通勤手当の状況（平成３１年４月１日現在） 

区         分 宇都宮市 国 

住居手当（月額） 借  家 28,500円以内 27,000円以内 

通勤手当 

交通機関 最長通用期間の定期券相当額  最長通用期間の定期券相当額  

交通用具（月額） 2,000円から 2,000円から 

支給限度額 55,000円 55,000円 

  ※ 住居手当は住宅を借り受け，月額 12,000円を超える家賃を支払っている職員に支給さ

れます。 

  ※ 通勤手当は，通勤距離が片道２km以上ある職員に対してのみ支給されます。 

  ※ 交通用具には，自動車・バイク・自転車が該当します。 



 - 7 - 

 ⒁ 特別職の報酬等の状況（平成３１年４月１日現在） 

区  分 市  長 副 市 長 議  長 副 議 長 議  員 

報酬等月額 1,109,200円 902,400円 800,000円 710,000円 670,000円 

期末手当 4.45月分（平成 30年度支給割合） 

  ※ 平成３１年度は市長，副市長について月額６％の減額を行っています。（上記は，減額

後の額です。） 
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４ 職員の勤務時間，休日，休暇及び服務等について 

⑴  勤務時間及び休日（平成３１年４月１日現在） 

勤務時間 
午前８時３０分から午後５時１５分まで 

（ただし，休憩時間（午後０時から午後１時まで）を除く。） 

休 日 
・祝日（国民の祝日に関する法律に規定する休日） 

・年末年始（１２月２９日から翌年の１月３日まで） 

週休日 日曜日及び土曜日 

  ※ 職場により異なる場合があります。 

 

 ⑵ 休暇，休業等（平成３０年度実績） 

休暇名等 実 績 備 考 

年次休暇 
平均取得日数 

13.8日※1 

・1年度につき 20日 

・年度の途中で採用された者は，採用月に応じて付与 

傷病休暇 
平均取得日数 

2.7日 

・疾病･負傷で療養の必要があり，勤務しないことがやむ

を得ないと認められる場合 

・期間は 90 日以内（公務傷病，結核性疾患は 1 年以内，

「がん」及び「精神疾患」に限り 180日以内） 

特別休暇 
平均取得日数 

7.4日※1 

・公民権行使，ボランティア，結婚，出産，夏季休暇等，

特別の事由により職員が勤務しないことが相当である

場合 

・規則で定められた日数又は期間 

介護休暇 

取得者数 

3人 

※3 

・配偶者（事実婚含），二親等以内の親族（同居の条件な

し）を 2 週間以上にわたり介護する場合（時間単位の

場合 1日 4時間まで） 

・期間は 6 月以内（介護を必要とする日又は時間，時間

分減額支給） 

育児休業 
取得者数 

53人※3 

・3歳に達していない子を養育する場合 

・期間は子が 3歳になるまで（期間中無給） 

育児部分休業 

取得者数 

20人 

※2,※3 

・小学校就学前の子を養育する場合 

・期間は子が小学校に就学するまで（時間は 1 日を通し

て 2時間以内，時間分減額支給） 

高齢者部分休

業 

取得者数 

0人 

※3 

・55歳に達した日から定年退職日までの期間に取得する

場合 

・期間は 55歳に達した日から定年退職日まで（時間は１

週間当たりの通常の勤務時間の２分の１の範囲内） 

  ※１ 休職，派遣者等を除きます。 
  ※２ 同一人物で複数承認している場合があります。 
  ※３ 平成３０年度に新たに取得した人数です。 
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５ 職員の分限及び懲戒について 

⑴  分限処分者数（平成３０年度実績） 

区 分 降 任 免 職 休 職 降 給 合 計 

処分者数（人） 0 0 29 0 29 

  ※ 分限処分とは，公務の能率の維持やその適正な運営の確保の目的から，勤務成績不良，
心身の故障等のため職員が十分に職責を果たせない場合に，職員の意に反して行う処分

です。 

 

⑵  懲戒処分者数（平成３０年度実績） 

区 分 戒 告 減 給 停 職 免 職 合 計 

処分者数（人） 0 0 3 0 3 

  ※ 懲戒処分とは，公務員としてふさわしくない非行がある場合に，職員の一定の義務違
反に対する道義的責任を問い，公務における規律と秩序を維持することを目的とした処
分です。 

 

６ 職員の研修について 

⑴  行政職及び技能労務職（平成３０年度実績） 

区 分 研修名 
受講者数 

（延べ） 

自己研修（職員が自主的に自己の能力開発の

ために行う研修） 

自主研究グループ，通信教育講

座 ほか 
81 

所属研修（所属長が所属職員に対し，職務遂

行上必要な能力開発のために行う研修） 

所属集合研修（測量事務研修会

ほか），市町村アカデミー派遣

研修 ほか 

563 

基本研修（人事課長が職員に対し，職員とし

て必要な能力開発のために行う研修） 

新採用職員研修，実務研修，政

策形成研修，民間企業派遣研修 

 ほか 

6,705 

合   計 7,349 

  ※ 一部消防職を含みます。 

 

 ⑵ 消防職（平成３０年度実績） 

区 分 研修名 
受講者数

（延べ） 

学校教養（消防学校等に派遣し，消防職員と

して必要な知識及び技術を習得させる。） 

栃木県消防学校派遣，消防大学

校派遣 ほか 
69 

一般教養（職務遂行に必要な知識，技術を習

得させる。） 

特別研修，採用職員研修，監督

者研修 ほか 
863 

合   計 932 
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７ 職員の勤務成績の評定について 

（平成３１年４月１日現在） 

行政職 

消防職 

 本市では，「頑張った者が頑張って良かったと実感でき，適正に処遇され

る制度の実現」を目指して人事管理制度を進めております。特に，人事評

価制度については，「目標管理を用いた業績評価」と「標準職務遂行能力を

用いた能力評価」の２つを柱とする人事評価制度を実施し，これらを昇任

試験，人事異動などに活用しています。 
 

目標管理を用いた業績評価制度 

人事評価制度 

標準職務遂行能力を用いた能力評価制度 
 

［目標管理を用いた業績評価制度］ 

 ・目標管理とは 

   担当職務に関しての課題や目標を明確にするものです。 

 ・制度導入の目的 

   目標管理を通して，市政の課題解決に対する職員の参画意識や主体

的に職務を遂行する意識を醸成するともに，職務を通じた能力開発

を促進することから，結果として成果の向上につながるものと考え

ています。 

 

［標準職務遂行能力を用いた能力評価制度］ 

 ・標準職務遂行能力とは 

   職制上の段階に応じ，職務を遂行する上で発揮することが求められ

る能力です。 

 ・制度導入の目的 

   職員の能力を的確に把握することにより，職員の特性にあった人事

配置を行うとともに，適切に処遇に反映させることで，職員のモチ

ベーションの向上につながるものと考えています。 

 

 目標管理の実施にあたっては，目標設定面接時（年度当初）において上

司との面接を通じて目標を設定し，その後，中間面接（９月頃）において

目標の進捗状況や目標の変更・修正等について話し合いを行い，進捗確認

面接時（年末）において評価事実のすり合わせを行っています。また，上

記２つの評価制度に基づく最終的な評価結果を開示することにより，公平

性・納得性の向上に努めています。 

技能労務職 

 職務内容の特性を踏まえた上で，仕事の量と質の項目において評価する

「業績評価」と，標準職務遂行能力を用いた「能力評価」による人事評価

を行っています。（一部の行政職場に配置された職員は，行政職人事評価制

度を適用） 
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８ 職員の福祉及び利益の保護について 

 ⑴ 健康管理事業 

事 業 名 内   容 受診者数又は受講者数 

定期健診 定期健康診断・人間ドック 3,229人 

各種がん検診 
胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診・乳

がん検診・子宮がん検診 
1,485人 

特殊健康診断 
有機溶剤・特定化学物質・振動・深夜業務・

トキソプラズマ抗体検査 
566人 

予防接種 
Ｂ型肝炎・破傷風・麻しん・インフルエンザ  

など 
376人 

健康相談 

生活習慣病予防・ストレス相談・新採用職員

の健康相談・過重労働相談・カウンセリング 

など 

776人 

健康教育 
メンタルヘルス研修（年代別・管理監督研修

など） 
955人 

 

 ⑵ 公務災害・通勤災害 

区   分 公 務 災 害 通 勤 災 害 合     計 

平成３０年度 9件   1件   10件   

 

 ⑶ 福利厚生事業 

   本市職員の年金制度及び健康保険制度は，共済組合（栃木県市町村職員共済組合）で行

っています。その他の福利厚生事業は，宇都宮市職員互助会で行っています。 

  ア 共済組合について 

   (ア) 平成３０年度事業主負担金決算額   決算額 4,554,839,342 円 

   (イ) 事業概要 

    ・短期給付事業 

      職員とその家族の病気，ケガ，出産，死亡，休業又は災害に対して必要な給付を

行う。 

    ・長期給付事業 

      組合員の退職・障害又は死亡に対して年金又は一時金の給付を行う。 

    ・福祉事業 

      健康診査などの健康増進事業，住宅資金の貸付けなどを行う。 

  イ 宇都宮市職員互助会について 

   (ア) 事業主負担金率（給料月額に対する負担金率） 

 会員掛金 負担金 負担金割合（職員：市） 

平成３０年度 5.0/1000 1.3/1000 3.84：1 
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 (イ) 平成３０年度の状況 

    ａ 平成３０年度事業主負担金決算額等 

決算額 会員数 会員 1人当たり負担額 

17,341,296円 3,446名 5,032円 

     ※事業主負担金は，職員会館運営に係る経費に充てられております。 

    ｂ 事業内容 

給付事業 傷病見舞金 10,000円 21件 

災害見舞金 損害の程度に応じ最高 25万円 1件 

結婚祝金 50,000円 66件 

出産祝金   50,000円 130件 

入学祝金 40,000円 96件 

卒業祝金 40,000円 149件 

給付調整金 50,000円 9件 

弔慰金     会 員 

     期間 20年以上 

500,000円 

     期間 20年未満 

200,000円 

配偶者  30,000円 

1親等  20,000円 

死産児  10,000円 

42件 

休業手当金 本人が負担すべき共済費相当分 0件 

退会餞別金       5～10年未満 

10,000円 

      10～20年未満 

20,000円 

      20年以上 

50,000円 

117件 

元気回復

事業 

カフェテリアプラン

事業費 

100 ﾎﾟｲﾝﾄ(10,000円相当) 

50 ﾎﾟｲﾝﾄ(5,000円相当) 

3,286人 

160人 

体育事業 ソフトボール大会             参加人数    439人 

ボウリング大会              参加人数   1,076人 

    ※上記事業は会員の掛金のみで運営しています。 
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９ 公平委員会の業務について 

 ⑴ 給与，勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求の状況 

区  分 件数 

平成３０年３月３１日現在の未処理件数 0 

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの措置要求の件数 0 

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの措置要求の処理件数 0 

平成３１年３月３１日現在の未処理件数 0 

 

 ⑵ 不利益処分に関する審査請求の状況 

区  分 件数 

平成３０年３月３１日現在の未処理件数 0 

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの不服申立ての件数 0 

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの不服申立ての処理件数 0 

平成３１年３月３１日現在の未処理件数 0 

 

 ⑶ 職員からの苦情の処理の状況 

区  分 件数 

平成３０年３月３１日現在の未処理件数 0 

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの不服申立ての件数 1 

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの不服申立ての処理件数 1 

平成３１年３月３１日現在の未処理件数 0 

 


